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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DNAポリメラーゼデルタの最小のサブユニットをコードしています。DNAポリメラーゼデルタは、ポリメラーゼ活性と3'→5'エキソヌクレアーゼ活性の両方を持ち、DNA複製と修復において重要な役割を果たしています。コードされているタンパク質は、DNAポリメラーゼデルタの活性を増強し、DNAヘリカーゼであるブルーム症候群タンパク質との相互作用を介してフォークの修復と安定化に役割を果たしています。この遺伝子については、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2012年3月],機能：最適なDNAポリメラーゼデルタの活性に必要です。DNAポリメラーゼデルタのPCNA依存性活性に寄与する可能性があります。,類似性：DNAポリメラーゼデルタサブユニット4ファミリーに属します。,サブユニット：125 kDa、50 kDa、66 kDa、および12 kDaのサブユニットからなるヘテロテトラマーです。WRNIP1と相互作用します。 POLD4、POLD2、POLD1、PCNAと相互作用します。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、DNA/RNA、DNA合成、DNAポリメラーゼ
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト小腸間質腫瘍の免疫組織化学分析。1、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。2、抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

